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注   意 

 

１  試験開始の合図があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。 

２  問題冊子は１冊，解答用紙は７枚，下書き用紙は２枚です。 

３ すべての解答用紙の所定欄に受験番号を記入しなさい。 

４ 解答は，各問それぞれ解答用紙の指定されたところに書きなさい。 

５ 共通科目（第１問）は全員が解答しなさい。 

６ 選択科目（第２問～第４問）は志望する教育研究分野の１問を選択して解答しな

さい。 

７ 選択しなかった科目の解答用紙には大きく×印を記入しなさい。 

８ 試験終了後，全ての解答用紙を監督の指示に従って提出しなさい。 

９ 試験終了後，問題冊子と下書き用紙は持ち帰りなさい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問題は次のページから始まります。） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1 
 

第１問 （共通科目） 

 

次の文章を読んで，問１～問３に答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（環境省（2012）『生物多様性国家戦略 2012-2020』より引用，一部改変） 
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問１ 空欄の A～D に当てはまる語句を書きなさい。 

 

問２ 下線部①に関連して，例えば農産物の品種改良においても遺伝資源の多様性が重要

であると言われている。ある農産物の品種改良の結果，特定の品種に生産が集中した

場合の危険性と，品種改良において遺伝資源の多様性を維持する意義について，それ

ぞれ説明しなさい。 

 

問３ 下線部②に関して，正の相乗効果およびトレードオフが生じる例をそれぞれ挙げ，

具体的に説明しなさい。 
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第２問 （選択科目:自然環境管理学系【応用生態学・土壌圏管理学 

・生産基盤管理学・地形情報管理学】） 

 

次の文章を読んで，以下の問１～問４に答えなさい。 
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（皆川明子・鈴木啓介・川邊渓一朗・江藤美緒（2022）『M 県 F 地区における深み工によ

る魚類保全効果の検討』水土の知，90 (8): 583-586 より引用，一部改変） 
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問１ 下線部①に関して，水路底面に施工される深み工が，「非灌漑期の越冬場」および

「増水時の退避場」としての効果をもたらす理由をそれぞれ説明しなさい。 

 

問２ 下線部②に関して，なぜ，ヤリタナゴとミナミメダカが保全対象種として選定され

たのか，考えられる理由を簡潔に説明しなさい。 

 

問３ 図２に示した結果から，F 地区に施工されている環境配慮施設によるミナミメダカ

に対する保全効果について，幹線排水路・排水路 A・排水路 B ・排水路 C それぞれ

の環境配慮の有無に着目しながら考察しなさい。 

 

問４ 図２で示すように，ミナミメダカが多数生息していることが判明した幹線排水路の

生態系配慮区間で水路の改修工事が行われることとなり，施工前にミナミメダカを採

集して一時的に保護することにした。工事完了後に保護したミナミメダカを放流する

場合，適切な放流先と考えられる排水路を次の①〜⑤より 1 つ選択し，その理由を説

明しなさい。また，放流先として不適切な排水路も①〜⑤より 1 つ選び，その理由を

説明しなさい。 

①幹線排水路 ②排水路 A ③排水路 B  ④排水路 C  ⑤他の地区の排水路 
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第３問 （選択科目：水利水文学系【農村環境水利学・流域水文学】） 

 

可能蒸発散量を推定するために用いられる Penman 式について，以下の問１〜問３に答

えなさい。 

 

問１ 蒸発と蒸散のそれぞれの定義を述べなさい。 

 

問２ Penman 式において，蒸発散を発生させる要因として考慮されているものを 2 つ挙

げなさい。 

 

問３ Penman 式を示しなさい。その際，各変数や定数の定義についても全て明記するこ

と。 
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第４問 （選択科目：環境施設学系【環境施設設計学・環境施設管理学】） 

 

図３に示すように，集中荷重が作用する単純梁がある。この構造物について，問１～問

６に答えなさい。 

                          24.0kN 

 

A                                     B 

 

 

 

 

問１ 支点 A および支点 B の反力をすべて求めなさい。 

 

問２ 点 C の曲げモーメント MC を求めなさい。 

 

問３ 図３の梁の断面形状を図４とする。ここで，x 軸を水平方向，y 軸を鉛直方向とし，

水平方向の図心軸 x0 の位置を y0（上端からの距離）とする時の y0 を求めなさい。な

お，解答欄には計算過程も記述すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 図心軸 x0 に関する断面二次モーメント Ix0 を求めなさい。なお，解答欄には計算過

程も記述すること。 

 

問５ 点 C に生じる曲げによる応力度で，最大圧縮応力度c と最大引張応力度t を求め

なさい。ただし，引張を正とする。なお，解答欄には計算過程も記述すること。 

 

問６ 梁がコンクリート製であると仮定して中に鉄筋を入れて補強を行う場合，どこに鉄

筋を配置したら良いか。配置する位置と，その理由を述べなさい。 
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（白紙） 
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